
3 月 1日 受難節第 2主日礼拝 説教要旨 

  「安らぎを得よ」  餅原研一 牧師 

聖書：マタイ 11 章 28～30 節 

多くの人が重荷を負い疲れている、生きづらい世の中と

言われています。 

この当時も疲れた人々にキリストは、「疲れた者、重荷

を負う者は、誰でも私のもとに来なさい。休ませてあげよ

う。」と言われ、キリストの下に重荷を降ろして休みなさ

いと招かれました。そして「私の軛(ｸﾋﾞｷ)を負い、私に学

びなさい。そうすれば、あなたがたは安らぎを得られる。」

と言われたのです。軛は畑を耕す時、二頭の牛などの首に

掛ける木の枠で、正しい方向に導いて畑を綺麗に耕すため

に必要です。キリストの軛も人を神の正しい方向に導き、

実り豊かな人生となるために必要です。さらに軛は二頭で

背負いますが、同様に私達の重荷もキリストが「一緒に頑

張ろう」と励まし共に負って下さるので、一人で重荷を負

わなくて良いのです。従ってキリストの軛は負いやすく、

そして安らぎを得られるのです。 

さて今や必需品となった携帯電話も、充電しなければ使

い物になりません。使用後は充電する必要があります。人

も同様です。以前、教会学校に 1 年通ってくれた中学 1 年

生が、親の都合で関東に引っ越しました。それから 1 年が

経った夏休み、祖母が住む下関に帰省して、教会学校にも

来てくれました。そして「やっぱり落ち着くな～」と両腕

を伸ばし、教会のソファに座ったのです。私は彼のリラッ

クスした姿を見て、この教会が彼にとって落ちつく場所に

なっていたのだと嬉しくなりました。神様も神の下に来る

人を喜んで迎え入れ、祝福し休ませて下さるに違いありま

せん。誰でも素直にキリストの下に行く人は、差別なく祝

福されキリストが重荷を負って下さ 

るので、安らぎを得られるのです。 

キリストの下にある教会で休み、 

充電して再び生きる力を与えられ、 

神に希望を持って歩み出しましょう。 

今年はパイプオルガン
（佐々木悠先生）と和楽
器の箏（榊ことねさん）
の共演。素晴らしい演奏
を 70 名の皆様と聴きま
した。ホームページでご
視聴できます。是非！ 

左の QR コード

を読み取り、教

会ホームページ

をご覧ください 

 

－* 

 主日礼拝の記録   説教：餅原研一牧師 礼拝出席人数 CS 生徒人数 

日 付 聖  書 説 教 題 男 女 計 男 女 計 

10 月 12 日 ローマ 1:18-23 「神の性質」 8 6 14 0 7 7 

10 月 19 日 
信徒講壇日 

ルカ 24:28-35 
｢我思う、ゆえに我あり？｣ 

奨励：中野新治兄 
8 12 20 1 1 2 

10 月 26 日 

 

ローマ 2:3-11 「正しい裁き」 9 13 22 1 1 2 

11 月 2 日 
永眠者記念 

コリントⅠ15:17-22 「眠りからの復活」 9 17 26 0 5 5 

11 月 9 日 マルコ 9:21-24 「何でもできる」 11 14 25 0 4 4 

11 月 16 日 
創立記念 

列王記下  
22:8-11･19 

「バトンは誰に渡す？」 
奨励  松尾登兄 (山口信愛 ) 

7 22 29 2 5 7 

11 月 23 日 マタイ 13:1-9 「実を結ぶ者」 8 10 18 0 2 2 

11 月 30 日 マタイ 25:10-13 「目を覚まして待つ」 7 9 

 

16 0 1 1 

12 月 7 日 イザヤ 9:5-6 「一人のみどり子」 9 10 19 合同 

12 月 14 日 マタイ 1:18-23 「共におられる神」 8 15 23 0 0 0 

12 月 21 日 
クリスマス 

ヨハネ 1:9-14 「宿られた栄光」 10 16 26 合同 

12 月 28 日 マタイ 2:7-12 「先立つ御子」 6 11 17 合同 

1 月 4 日 ペトロⅡ 1:16-21 「明けの明星」 4 3 7 合同 

1 月 11 日 コリントⅡ 5:17-21 「新しいもの」 5 11 16 1 2 3 

1 月 18 日 ヨハネ 4:19-26 「霊と真理の礼拝」 14 23 37 3 10 13 

1 月 25 日 ルカ 15:1-7 「見失った価値」 8 11 19 1 12 13 

2 月 1 日 ヨハネⅠ 4:7-12 

 

「神の愛」 7 8 15 2 8 10 

2 月 8 日 使徒 28:23-30 「宣教の自由」 7 10 17 2 3 5 

2 月 15 日 ローマ 8:31-39 「引き離すもの」 7 15 22 2 7 9 

2 月 22 日 ヘブライ 12:1-3 「忍耐強く」 9 13 22 2 6 8 

3 月 1 日 マタイ 11:28-30 「安らぎを得よ」 5 6 11 0 0 0 

3 月 8 日 
日韓合同礼拝 

ヘブライ 2:14-18 
ヘブライ 4:14-16 

「試練を受けた大祭司キリスト」 
梅原久美子牧師(長府教会) 4 5 9 1 0 1 

3 月 15 日 ヤコブ 1:12-18 「良い贈り物」 5 6 11 0 1 1 

日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

下
関
丸
山
教
会

季
刊
誌

№23 

2026 年 3 月 29 日発行 

山口県下関市丸山町 4-1-8 
TEL/FAX 083‐222‐5931 

牧 師：餅原研一 

編 集：姉川 博 

丸山教会をお支え下さる方々に感謝いたします  

〔2025 年クリスマス献金の外部献金者〕 
姉川多佳子様  井本俊治様 岸川喜恵様  古賀 博様 

竹村礼二様   樽見 義様   堤 智章様  寺島昭二様 

寺島順子様  沼田郁子様   橋本雅乃様  服部さち様 

平本光枝様   堀越様   美濃部賢次様  美濃部正子様 

文学講座有志様 

高山 環姉の個展にノアの会が集いました。子供時代のお絵描き好き

にはじまって、こんなに才能を開花させるとは、たまものですね！ 

10 月 19 日 信徒講壇日 
中野新治兄の奨励「会報
まるやま」に掲載します。
第３土曜日に神戸から来
られて下関丸山教会文学
講座を開講しています。
皆さんご参加ください。 

12 月 21日

愛餐会には 16 名が参加 
奉仕者へプレゼント 
餅原先生と恵美子姉の
ウクレレ、岡野姉のカリ
ンバの演奏、皆さんでト
ーンチャイムの演奏で
クリスマスをお祝しま
した 食事も盛り沢山 
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11月 2日 永眠者記念礼拝 
遠方からも毎年出席してくださ
る方々がおられ、大切にこの記念
礼拝を守っています。墓前礼拝に
は７名が参加。墓誌には 40 名の
方々のお名前が刻まれています、 

11月 16日 
教会創立 

記念礼拝 

山口信愛教会会員でギデ
オン協会のご奉仕をされ
ている 松尾 登兄の奨励 

3 月 6 日（金）写真：左 
世界祈祷日 2026 

「ナイジェリアからのメッセージ」  

18 教会 60 名参加 

3 月 8 日   写真：上 
第 46 回日韓合同礼拝 

７教会 63 名参加 

どちらも教団下関教会にて 

 


